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東
京
都
医
師
会
は
８
月
24
日
に

東
京
都
福
祉
局
並
び
に
保
健
医
療

局
を
通
じ
て
東
京
都
知
事
に
予
算

要
望
を
行
っ
た
。
今
回
の
重
点
医

療
政
策
は
、
こ
こ
１
、
２
年
で
実

現
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
政
策

課
題
を
中
心
に
ま
と
め
た
。
都
民

を
守
る
東
京
の
医
療
の
実
現
の
た

め
、
東
京
都
に
は
ぜ
ひ
具
体
的
な

対
応
を
、
都
議
会
の
皆
様
に
は
そ

の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

東
京
都
医
師
会
が
考
え
る
重
点
医

療
政
策
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

２
０
２
５
年
に
向
け
た
医
療
に

お
い
て
は
、人
口
高
齢
化
の
進
行
、

長
寿
化
、
少
子
化
、
そ
し
て
新
た

な
感
染
症
へ
の
対
策
な
ど
が
重
要

な
テ
ー
マ
と
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
令
和
５
年
５

月
８
日
に
５
類
感
染
症
と
な
っ
た

が
、
今
後
も
そ
の
流
行
状
況
を
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、
新
興
・
再
興
感
染
症
に
備
え

て
医
療
提
供
体
制
の
整
備
・
拡
充

を
要
望
す
る
。
具
体
的
に
は
、
平

時
に
は
医
療
従
事
者
に
対
す
る
教

育
を
行
い
、
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
や
大
規
模
災
害
等
の
有
事
の
際

は
感
染
症
患
者
や
受
傷
者
の
入
院

治
療
が
可
能
と
な
る
病
棟
機
能
を

有
す
る
臨
時
医
療
施
設
の
設
置
を

要
望
す
る
。

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
健

康
寿
命
の
延
伸
が
大
き
な
社
会
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

絶
対
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
タ
バ

コ
に
よ
る
健
康
被

害
の
防
止
で
あ

る
。
喫
煙
に
対
し

て
手
を
打
た
な
い

限
り
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
５
月

31
日
の
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
で
は
、
毎
年
全
国
各
地

で
禁
煙
及
び
受
動
喫
煙
防
止
の
普

及
啓
発
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ

る
。
東
京
都
に
お
い
て
も
、
東
京

中
を
イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
に
染
め

上
げ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ

う
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
へ
の
支
援

と
協
力
を
要
望
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
で
自
宅
療
養
者
・
施
設
入
所

者
へ
の
医
療
支
援
体
制
が
一
歩
前

進
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
地

域
医
療
に
生
か
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
令
和
５
年
度
か
ら
の
「
在

宅
医
療
推
進
強
化
事
業
」
が
す
べ

て
の
地
域
で
実
践
さ
れ
、
本
事
業

の
期
間
終
了
後
は
速
や
か
に
区
市

町
村
事
業
に
移
行
で
き
る
よ
う
支

援
を
要
望
す
る
。
ま
た
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
医
を
地
域
の
認
知
症
支

援
資
源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
東

京
都
独
自
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
認
定
制
度
」
を
創
設
し
、
本
制

度
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
で
フ
レ

イ
ル
対
策
の
重
要
性
が
明
確
に

な
っ
た
。
現
在
、
医
師
の
フ
レ
イ

ル
診
断
力
・
保
健
指
導
力
の
向
上

の
た
め
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
医

研
修
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本

研
修
が
区
市
町
村
単
位
で
実
施
で

き
る
よ
う
支
援
を
要
望
す
る
。
ま

た
、
東
京
都
が
区
市
町
村
フ
レ
イ

ル
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
モ
デ
ル
地

区
を
指
名
し
、
区
市
町
村
単
位
で

行
政
（
保
健
担
当
と
介
護
担
当
の

協
働
）、
医
療
介
護
福
祉
の
専
門

職
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
、
一
般
市
民
等
で
構
成
す

る
合
議
体
を
創
設
し
て
、
地
産
地

消
の
フ
レ
イ
ル
対
策
を
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
モ
デ
ル

事
業
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

少
子
化
の
時
代
で
は
子
ど
も
を

健
康
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
が
よ
り

強
く
求
め
ら
れ
る
。
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
、
学
校
に
お
け
る

健
康
教
育
な
ど
、
出
生
前
か
ら
生

涯
を
通
し
た
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
を
指
導
す
る
人
材
育
成
や
都

民
に
向
け
た
啓
発
・
研
修
の
充
実

を
要
望
す
る
。

ま
た
、
超
高
齢
社
会
で
は
、
救

命
・
治
療
の
医
療
か
ら
支
え
・
癒

す
医
療
に
変
化
し
て
い
る
。一
方
、

少
子
化
に
よ
る
医
療
福
祉
人
材
不

足
は
深
刻
な
状
態
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
現
在
の
医
療
ニ
ー
ズ
や
人
材

需
給
状
況
を
踏
ま
え
、准
看
護
師
・

介
護
福
祉
士
制
度
を
活
用
し
た
新

た
な
専
門
資
格
「（
仮
称
）
療
養

看
護
介
護
福
祉
士
」
を
創
設
し
、

東
京
都
か
ら
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
新
し
い
看
護
介

護
資
格
の
創
設
の
た
め
の
支
援
を

要
望
す
る
。
今
後
、
東
京
都
で
は

高
齢
者
数
・
高
齢
化
率
と
も
に
急

増
す
る
た
め
、
高
齢
者
ケ
ア
に
不

可
欠
な
介
護
人
材
の
需
給
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
慢
性
的
な
介
護

人
材
の
不
足
へ
の
さ
ら
な
る
対

応
強
化
を
要
望
す
る
。

感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
は
災

害
医
療
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
に

よ
り
、
自
然
災
害
が
大
規
模
化
・

激
甚
化
し
て
い
る
。
台
風
や
線
状

降
水
帯
に
よ
る
水
害
は
毎
年
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
災
害
に
対
し
て
、
サ
ー
ジ
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
確
保
し
た
、
地
域
の

面
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
考
慮
し
た

災
害
医
療
体
制
の
強
化
を
要
望

す
る
。

 

（
２
面
へ
続
く
）

佐藤東京都福祉局長に
要望書を渡す尾﨑会長

雲田東京都保健医療局長に
要望書を渡す尾﨑会長

令和6年度 東京都予算に対する要望事項
新
た
な
感
染
症
対
策
と

医
療
提
供
体
制
の
充
実

禁
煙
推
進
の
た
め
の

施
策
の
充
実

生
涯
を
支
え
る
保
健
・
医
療

の
充
実

フ
レ
イ
ル
対
策
等
健
康
寿
命

の
延
伸
に
関
す
る
取
り
組
み

の
充
実

社
会
構
造
の
変
化
を
見
据
え

た
在
宅
療
養
者
・
施
設
入
所

者
へ
の
医
療
ケ
ア
提
供
体
制

の
充
実

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
地
球
温
暖

化
に
伴
い
さ
ら
に
ひ
っ
迫
す

る
と
思
わ
れ
る
救
急
災
害
医

療
の
さ
ら
な
る
充
実

在
留
及
び
訪
日
外
国
人
に
対

す
る
医
療
提
供
体
制
整
備
の

推
進
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在
留
訪
日
外
国
人
数
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
世
界

情
勢
な
ど
に
よ
り
変
動
す
る
が
、

今
後
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
。
多
く
の
医
療
機
関

で
日
本
人
と
同
様
に
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス

や
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及

啓
発
と
と
も
に
外
国
人
医
療
拠
点

病
院
と
の
連
携
強
化
体
制
の
推
進

を
要
望
す
る
。
ま
た
、
外
国
人
は

災
害
弱
者
と
な
り
え
る
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
東
京
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
す
る
新
た
な
災
害
医
療
提

供
体
制
の
推
進
と
充
実
を
要
望

す
る
。

電
子
カ
ル
テ
の
標
準
化
は
す
で

に
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
東
京
総

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の
目

標
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
る
。
今

後
は
、
①
国
の
求
め
る
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

規
格
へ
の
対
応
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

全
体
で
実
現
す
る
、
②
診
療
所
な

ど
の
電
子
カ
ル
テ
か
ら
の
検
査

情
報
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
機
能
追
加

に
対
す
る
補
助
事
業
、
③
Ｐ
Ｈ
Ｒ

（Personal Health Record

）
へ

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
3
点
に
つ
い

て
、
よ
り
一
層
の
推
進
と
充
実
を

要
望
す
る
。
な
お
③
に
つ
い
て
は

母
子
保
健
、
乳
幼
児
保
健
、
学
校

保
健
、
産
業
保
健
な
ど
、
今
ま
で

年
代
毎
に
分
割
さ
れ
て
い
た
健
診

等
の
記
録
を
連
結
し
生
涯
の
一
記

録
と
し
て
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
は

医
師
の
働
き
方
改
革
が
本
格
的
に

始
ま
り
、
救
急
医
療
の
現
場
に
大

き
な
負
荷
が
か
か
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
現
場
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
、
救
急
時
に
お
け
る
二
次
医

療
機
関
か
ら
三
次
医
療
機
関
へ
の

転
院
時
な
ど
に
活
用
す
る
電
子
カ

ル
テ
の
事
前
閲
覧
機
能
の
開
発
、

特
に
画
像
閲
覧
機
能
は
各
医
療

機
関
か
ら
強
い
要
望
を
受
け
て

い
る
。

東
京
の
入
院
医
療
提
供
体
制
は

約
６
４
０
病
院
の
機
能
分
担
と
連

携
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
中
核

的
機
能
を
有
す
る
都
立
病
院
機
構

の
病
院
の
み
を
支
援
し
て
も
円
滑

な
東
京
の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
り
、
民
間
病
院
を

含
め
た
す
べ
て
の
病
院
を
支
援
す

る
部
門
が
必
要
で
あ
る
。
都
立
病

院
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
民
間
病

院
支
援
部
門
の
創
設
を
要
望
す
る
。

東
京
都
医
師
会
お
よ
び
東
京
都

病
院
協
会
で
は
、
記
録
的
な
猛
暑

の
続
く
８
月
４
日
、
両
会
長
が
東

京
都
を
訪
れ
、
小
池
百
合
子
都
知

事
に
熱
中
症
対
策
強
化
の
緊
急
提

言
を
行
っ
た
。

提
言
で
は
、
各
施
設
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
お
け
る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
暑

さ
指
数
）
の
測
定
・
監
視
、
適
切

な
水
分
・
塩
分
補
給
お
よ
び
休
憩

の
必
要
性
、
高
温
時
を
避
け
る
時

間
帯
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し

な
ど
を
求
め
た
。

イ
ベ
ン
ト
主
催
者

や
学
校
関
係
者
な

ど
に
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
が

ま
だ
ま
だ
広
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
を

問
題
提
起
し
、
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
の
適
切
な

活
用
と
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
に
と
ら

わ
れ
な
い
対
策
を

訴
え
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
、
蔓

延
し
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
、
世
界
情
勢
の
大
変

動
は
、
医
療
機
関
の
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
物
価

高
騰
に
対
す
る
支
援
金
の
原
資
と

な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
重
点
交
付
金
）
は
、
東
京
都
よ

り
も
他
の
道
府
県
へ
の
配
分
が
多

く
、
結
果
と
し
て
東
京
都
は
最
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
交
付

金
が
少
な
い（
国
全
体
の
約
５
％
）

状
況
で
あ
る
。
国
事
業
の
着
実
な

執
行
と
同
時
に
東
京
都
独
自
の
補

助
事
業
を
強
く
要
望
す
る
。

行
政
、
国
民
に
医
療
の
現
状
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
理
想

の
医
療
に
近
づ
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

熱
中
症
対
策
を
緊
急
提
言

左から猪口正孝東京都病院協会長、
尾﨑治夫東京都医師会長、小池百合子都知事

民
間
病
院
を
支
援
す
る

部
門
の
創
設

病
院
現
場
へ
の
物
価
高
騰
に

関
す
る
支
援

医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進･

東
京
総

合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ

ら
な
る
充
実
と
医
師
の
働
き

方
改
革
を
踏
ま
え
た
救
急
現

場
の
負
担
軽
減

我
が
国
で
は
働
き
方
改
革
が
２

０
１
９
年
か
ら
既
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。
根
底
に
あ
る
の
は
働
く
人

の
健
康
確
保
で
あ
る
。
医
師
に
関

し
て
は
５
年
の
猶
予
を
も
っ
て
、

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
本
格
的
に

適
応
と
な
る
。

勤
務
医
の
時
間
外
労
働
時
間
が

規
制
さ
れ
、
標
準
的
に
は
年
間
９

６
０
時
間
ま
で
と
な
る
。
月
間
で

言
え
ば
80
時
間
だ
が
、
こ
れ
は
実

の
と
こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
ラ

イ
ン
で
あ
る
。
時
間
外
勤
務
だ
け

で
な
く
連
続
勤
務
も
規
制
さ
れ

る
。
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
も

し
っ
か
り
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
当
直
」
と
し
て
病
院
で

勤
務
し
て
翌
日
も
普
通
に
手
術
や

外
来
を
こ
な
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
も
う
過
去
の
話
と
な
る
。
当
直

は
、
寝
当
直
と
言
わ
れ
る
も
の
か

ら
忙
し
く
て
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
い

当
直
ま
で
い
ろ
い
ろ
だ
っ
た
が
、

こ
の
機
に
線
引
き
さ
れ
た
。
線
引

き
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
宿
日
直

と
夜
勤
に
分
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
労
働
基
準
局
か
ら
宿
日
直
許

可
を
受
け
れ
ば
、
病
院
に
い
て
も

勤
務
時
間
に
は
含
ま
な
い
。
そ
れ

以
外
は
夜
勤
と
し
て
当
然
時
間
外

労
働
と
な
る
た
め
、
夜
勤
明
け
は

連
続
し
て
勤
務
で
き
な
い
。

提
供
で
き
る
医
療
の
総
量
を
単

純
に
人
数
×
労
働
時
間
と
す
る
な

ら
、
労
働
時
間
が
減
少
す
れ
ば
、

総
量
も
減
少
す
る
。
人
数
は
そ
う

変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
総
量

が
減
少
す
る
時
に
歪
み
は
ど
こ
に

出
て
く
る
の
か
。
歪
み
は
弱
い
と

こ
ろ
に
生
じ
る
。
多
く
の
人
が
想

像
す
る
の
は
夜
間
休
日
の
診
療
だ

ろ
う
。
各
種
調
査
で
も
そ
の
と
お

り
の
結
果
が
出
て
お
り
、
夜
間
休

日
の
人
員
を
確
保
で
き
な
い
事
態

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
夜
間
休
日

を
含
め
た
救
急
医
療
体
制
の
維
持

は
、
都
民
の
生
死
に
直
結
す
る
大

き
な
課
題
だ
。
関
係
者
間
で
の
調

整
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

働
く
時
間
ば
か
り
注
目
さ
れ
て

い
る
が
、労
働
契
約
を
考
え
れ
ば
、

他
に
も
大
事
な
こ
と
が
あ
る
と
思

う
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
業
務
の

内
容
や
対
価
（
給
与
）
で
あ
る
。

業
務
内
容
に
つ
い
て
言
え
ば
タ
ス

ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
の
掛
け
声
は

高
い
が
、
い
っ
ぺ
ん
に
は
進
ま
な

い
。
医
療
界
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

も
期
待
し
て
し
ま
う
が
、
恩
恵
を

受
け
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
ろ

う
。
給
与
の
問
題
も
重
要
だ
。
時

間
外
労
働
に
対
す
る
手
当
て
が
生

活
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
勤
務
先
で
の
時
間
外
労
働

が
制
限
さ
れ
る
な
ら
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
を
使
い
や
す
い
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
向
か
う
こ
と
は

容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
質
の

担
保
は
ど
う
な
る
か
。

働
き
方
改
革
の
主
眼
で
あ
る
勤

務
医
の
健
康
確
保
と
提
供
で
き
る

医
療
の
確
保
の
両
立
は
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
果
た
し
て
患
者

を
目
の
前
に
し
て
、「
時
間
だ
か

ら
帰
り
ま
す
」
と
言
え
る
の
が
平

気
に
な
る
時
代
が
来
る
の
だ
ろ

う
か
。

�

（
土
谷
明
男
）

医
師
の
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。果
た
し
て
患
者
を
目
の

前
に
し
て
、「
時
間
だ
か
ら
帰
り
ま
す
」と
言
え
る
の
が
平
気
に
な
る

時
代
が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。

医
療
界
の「
２
０
２
４
年
問
題
」

医
師
の
働
き
方
改
革
の
ゆ
く
え

看護師への医師助言 13,769 14,802 -1,033（�-7.0%） 76.1
通信員への医師助言 1,870 5,926 -4,056（-68.4%） 10.3

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

1日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 260,377 219,965 40,412（� 18.4%） 1,438.5
受 付 件 数 218,975 202,447 16,528（� 8.2%） ─ ─ 1,209.8
救 急 相 談 138,891 123,049 15,842（� 12.9%） 63.4% 60.8% 767.4
救 急 要 請 25,060 20,085 4,975（� 24.8%）（※1）18.0%（※1）16.3% 138.5
医療機関案内 79,304 78,630 674（� 0.9%） 36.2% 38.8% 438.1
相談前救急要請 533 354 179（� 50.6%） 0.2% 0.2% 2.9
かけ直し依頼 247 414 -167（�-40.3%） 0.1% 0.2% 1.4
その他（苦情） 0 0 0（� 0.0%） 0.0% 0.0% 0.0
応答率（※2） 84.1% 92.0% -7.9%

［令和5年1月1日から6月30日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　5月より、トラフィック対策の一環として、委託業者登録看護師の支援を受け相談業
務を行っております。しかし、年度始めからの救急相談件数の伸びは、コロナ禍と比較
して60%以上のペースで増加を続け、それに伴い応答率は90%台から75%へと低下傾
向がみられます。人的、物的資源を凌ぐ相談件数の増加は、今後も応答率の減少に反
映することが予想されます。
　ただし、応答率は高い方が良いというものではありません。当センターの役割は、相
談者から寄せられる相談に対し、看護師による機械にはない丁寧な対応によって相談者
に安心を供与し、適切なタイミングでの受療支援をお伝えすることで、利用者の満足度
を高めることにあると考えます。
　それを踏まえ、今後、応答率の水準については、ご執務される先生方のご意見も参
考に検討する機会が出てくるかもしれません。利用者にとって望ましい相談センター運営
に向け、引き続き、ご支援・ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

東京消防庁救急相談センター
適切な応答率
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今
回
は
、
稲
城
市
の
散
歩

コ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
稲
城
市
は
多
摩

地
域
南
部
に
位
置
す
る
市
で
、

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
に
よ

り
、
こ
の
20
年
で
人
口
が
増
え

ま
し
た
。多
摩
丘
陵
に
位
置
し
、

山
、
坂
が
多
い
市
で
す
。
し
た

が
っ
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩

コ
ー
ス
は
多
く
、
狸
な
ど
の
野

生
動
物
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

山
の
中
を
道
路
整
備
し
た
こ
と

も
あ
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

コ
ー
ス
に
も
な
り
ま
し
た
。
週

末
に
は
、
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス

ト
が
集
い
、
市
も
「
自
転
車
の

ま
ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
サ

イ
ク
リ
ス
ト
か
ら
「
聖
地
」
と

さ
れ
て
い
る
南
多
摩
尾
根
幹
線

道
路
の
近
く
に
あ
る
「
上
谷
戸

親
水
（
か
さ
や
と
し
ん
す
い
）

公
園
」
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開

発
で
20
年
前
に
街
づ
く
り
を
し

た
京
王
線
若
葉
台
駅
近
く
で

す
。
こ
こ
に
は
子
ど
も
た
ち
へ

の
体
験
学
習
館
も
あ
り
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
若
葉

台
公
園
か
ら
の
散
策
路
は
、
ザ

リ
ガ
ニ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
も

生
息
し
て
お
り
、
初
夏
に
は
蛍

も
観
察
さ
れ
、
地
域
の
癒
し
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
周
囲
に
は
特
産

の
梨
園
も
あ
り
、
個
人
的
な
お

勧
め
は
９
月
下
旬
に
採
れ
る

「
新
高
」
で
す
。
肉
質
は
柔
ら

か
く
、
甘
く
大
玉
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
稲
城
に
は
散

歩
道
が
多
く
、
３
年
後
に
は
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
近
く
に
国
内
初

の
水
族
館
一
体
型
球
場
も
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

�

（
府
中
市
医
師
会
・
中
村
公
彦
）

186

荒
地
に
種
を
蒔
き
、

み
ど
り
の
広
場
に
な
り
、

花
が
咲
き
実
が
な
る

�

前
広
報
委
員
会
委
員
長
　
進
士
雄
二

本
コ
ー
ナ
ー「
み
ど
り
の
広
場
」

は
平
成
19
年
11
月
号
を
第
１
回
目

と
し
て
故 

鈴
木
聰
男
元
会
長
の

時
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

医
療
制
度
改
革
に
よ
る
小
児
・
外

科
・
産
科
の
救
命
救
急
の
機
能
不

全
、
病
院
改
革
で
病
院
閉
鎖
が
相

次
ぎ
、
現
場
の
声
を
無
視
し
た
診

療
報
酬
体
系
の
改
定
、
卒
後
教
育

の
改
革
に
よ
る
教
育
の
地
盤
沈
下

を
生
み
、
医
療
崩
壊
が
起
こ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ら
を
経
て
、
国
民
皆

保
険
制
度
の
も
と
「
医
療
は
国
民

の
も
の
で
あ
る
」
と
の
理
念
が
歴

代
会
長
に
継
承
さ
れ
、
故 

野
中

博
前
会
長
、
尾
㟢
治
夫
会
長
へ
と

引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
地
区
医
師
会
会
員
の
志
を
守

る
こ
と
も
都
医
の
最
も
重
要
な
仕

事
で
す
。歴
代
の
ど
の
会
長
も「
都

医
と
会
員
は
密
に
意
見
交
換
を

し
、
距
離
を
身
近
な
も
の
に
し
て

問
題
解
決
の
糸
口
に
し
た
い
」
と

述
べ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
「
み
ど
り
の
広
場
」
が

始
ま
り
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
素
か
ら
日
常
診
療
の
現
場
、

社
会
保
障
、
医
療
経
済
、
研
究
等

の
多
方
面
の
先
生
方
に
広
く
執
筆

を
お
願
い
し
、
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
明
日
か
ら
の

日
常
診
療
の
現
場
、
さ
ら
に
は
医

療
崩
壊
な
ど
将
来
の
有
事
に
備
え

て
知
識
・
情
報
を
蓄
積
し
て
、

会
員
皆
様
と
共
有
し
、
役
立
て
て

い
た
だ
く
た
め
に
企
画
し
た
も

の
で
す
。

尾
㟢
会
長
は
、
２
０
１
５
年
の

就
任
当
初
か
ら
都
民
や
医
師
会
会

員
に
向
け
て
機
会
あ
る
ご
と
に

「
将
来
、
東
京
の
医
療
は
危
機
的

状
態
に
な
る｣

と
訴
え
て
お
り
ま

し
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
で
“
将
来
の
懸
念
”

は
“
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
”
に
変

わ
っ
た
の
で
す
。
２
０
１
９
年
か

ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
第
６

波
で
は
感
染
性
が
著
し
く
強
ま
っ

た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
流
行
し
ま
し

た
。
介
護
施
設
等
で
次
々
に
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
し
、
急
性
期
の
病

院
に
高
齢
の
コ
ロ
ナ
患
者
が
運
び

こ
ま
れ
た
た
め
、
各
病
院
は
コ
ロ

ナ
感
染
者
以
外
の
患
者
に
対
す
る

機
能
不
全
に
も
陥
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
医
療
崩
壊
が
現
実
に
な
り

ま
し
た
。
尾
㟢
会
長
、
猪
口
正
孝

前
副
会
長
は
国
民
に
正
確
な
情
報

提
供
を
行
う
た
め
に
、
状
況
が
変

わ
る
た
び
連
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ

出
演
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、東
京
都
医
師
会
で
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

時
代
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の

抜
本
的
な
改
革
と
、
社
会
保
障
の

理
想
像
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
Ｔ
Ｍ
Ａ

近
未
来
医
療
会
議
」
を
設
置
し
、

２
０
２
２
年
１
月
～
２
０
２
３
年

４
月
に
か
け
て
多
く
の
有
識
者
と

と
も
に
東
京
に
お
け
る
各
医
療
分

野
の
代
表
や
地
域
医
療
を
担
う
医

師
が
医
療
供
給
体
制
の
諸
問
題
を

多
角
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
論
・
提
言
、
各
座
長

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
内
容
を
も
と
に
、
一
般
読
者

向
け
に
わ
か
り
や
す
く
構
成
し
た

書
籍
（
著
者 

Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医

療
会
議
／
監
修 

尾
㟢
会
長
）
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

医
療
現
場
で
何
が
起
き
て
い
た
の

か
、
近
未
来
の
医
療
崩
壊
は
回
避

で
き
る
の
か
、
平
時
と
有
事
の
医

療
課
題
に
つ
い
て
、
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
の

医
療
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
つ

つ
も
、都
民
・
国
民
に
向
け
て
「
近

未
来
の
医
療
へ
の
希
望
」
が
こ
の

書
籍
に
よ
り
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

終
章
の
中
で
平
川
博
之
副
会
長

は
、「
日
常
診
療
で
何
が
起
き
て

い
る
か
、
種
々
の
問
題
点
を
体
感

し
て
い
る
の
は
私
た
ち
医
師
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
『
社
会
や
国
を

守
っ
て
い
る
実
感
』
を
基
に
、
自

分
の
経
験
や
考
え
を
し
っ
か
り

発
言
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
」
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
み
ど
り
の
広
場
」

で
危
機
管
理
、
日
常
診
療
、
新
し

い
研
究
発
表
な
ど
幅
広
く
情
報
を

蓄
積
し
て
、
東
京
都
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
日
本
各
地
に
発
信
し
、

知ってますか？

土用は、年4回の季節の変わり目の前18日間。“土用の
丑の日に鰻を食べる”という風習の由来は諸説あるが、
中でも有力とされているのが平賀源内説。天然の鰻の
旬は10～12月なので、夏場人気がなかった鰻屋に、江
戸時代末期、蘭学者の平賀源内が「丑の日は『う』のつ
くものを食べると縁起がいい」という語呂合わせを提
案、「本日土用の丑の日」という張り紙で大ヒット。現代
につながる。日本初の広告プロデューサーであろうか。
現代は、養殖の鰻で、いつ食べても美味しいので、ご安
心を。

土用の丑の日

行
政
、
国
民
に
医
療
の
現
状
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
理
想

の
医
療
に
近
づ
け
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。

趣 味 の 散 歩

地域民交流の場から
サイクリストの聖地まで

稲城市の散歩コース

若葉台公園のカルガモ親子

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課�

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

都医ニュース表紙の
写真を募集

〒101-8328　東京都千代田区神田駿河台2-5
東京都医師会 広報学術課　☎03-3294-8821（代）
kouhou@tokyo.med.or.jp

応募・問い合わせ先

本ニュースは毎月、季節に合った東京の写真を表紙
に掲載しております。 その表紙写真に、先生が撮影
した写真を応募してみませんか？ 都内の写真で、 
季節感のあるものをお願いします。 本会広報委員会で
掲載を決定いたします。 なお、掲載された写真は、本
会のホームページにも掲載させていただきます。

デジタルカメラやスマートフォンで撮影した
600万画素以上（横3000×縦2000ピクセル以上）
のデジタルデータ
プリントサイズは、横235mm× 縦137.5mm以上

応
募
規
定

地
区
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師
会
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業
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③
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④
好
き
な
言
葉

国
分
寺
市

医
師
会
長

髙た
か

木ぎ 

智と
も

匡た
だ

�

（
消
化
器
内
科
）

①
杏
林
大
学
医
学
部

②
国
分
寺
市
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

北
多
摩
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

地
域
包
括
ケ
ア
委
員
会
、
国
分
寺

救
急
業
務
連
絡
協
議
会
会
長
、
国

分
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

③
映
画
、
ゴ
ル
フ

④
地
域
力
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福田敏雅中野区医師会

　福田眼科医院はかなり古いのですが、祖父慎治は、長男雅俊

（父）が生まれた年、大正14年に福田眼科醫院を開業したそう

です。昔聞いたことですので、何の確証もありませんが、竹中

工務店に建築をさせた建物だったそうです。その祖父が昭和36

年に急逝したあと、母静子が2代目院長を継ぎ、昭和63年に母

が新中野の福田眼科分院（後の福田清雅堂眼科 現 すずむら眼

科）に移転したあとを私が受け継いだ次第です。従って、私は3

代目となり、当院は創業98年になるということになります。

　さて、祖父じまんの醫院でしたが、昭和20年の空襲で中野

一帯が焼失した際に、ギリギリで焼けてしまったそうです。祖

父は、いよいよ火が廻る直前に診療室に飛び込み、2つのもの

を持ち出したそうです。それが、写真の顕微鏡と天秤ばかりで

した。さてその顕微鏡ですが、ドイツ製でW.&H. SEIBERT 

WETZLARと書いてあります。ドイツ・へッセン州のヴェッツ

ラー市にあった、ザイベルト社製で、1911年に世界初の市販

顕微鏡を作り、1938年にあのライカ社の前身であるエルンス

ト・ライツ社に組み込まれるまで顕微鏡を製造していたようで

す。とても重いものですが、これ実は私が小学生の頃から使わ

せてもらっていて、池の水をスライドグラスに取ってきてゾウ

リムシなど観察したものでした。私が眼科を継いでからは、眼

脂の検鏡に使ったりして、今でも十分実用になるものです。今

一つの天秤ばかりですが、漢字の刻印があり日本製であること

は分かるのですが、分銅もなく詳細不明です。手前のつまみを

廻すと天秤がスッと持ち上がり、測定開始となります。その昔、

点眼薬も眼軟膏も自製していたのを見た記憶がありますので、

混入する薬品の衡量に使ったものと思われます。

　今ではすっかり様変わりとなり、眼科医療機器は中身ブラッ

ク・ボックスでお値段ばかりとんでもない電子機器揃いとなり、

目で見て分かりやすい精密機器らしいモノはなくなってしまい

ました。そんな中、こういったいにしえの機器を見ますとホッ

とさせられます。現在、当院4代目は杏林大学眼科で修行中です。

うまくタスキを繋ぐことができるかどうか分かりませんが、そ

の頃には外来も手術室も様変わりの予感がします。

� （中野区医師会新聞 2023年6月 No.672より抜粋）

祖父の宝もの
ふれあいポスト 各地区会報から

はるかな尾瀬 遠い空� 武蔵野市医師会  藤田光裕

いにしえの顕微鏡①

いにしえの顕微鏡②

いにしえの天秤ばかり
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ニッポン放送（AM1242kHz／FM93 .0MHz）朝の番組「飯田
浩司のOK！Cozy up！」内で6時15分頃から5分程度、東京都医
師会の役員・委員会委員等が出演して生活に役立つ健康情報をお届
けしています。過去の放送はすべて番組ホームページまたはポッド
キャストから聴くことができます。
■番組ホームページ
http://www.1242.com/cozy/
■ポッドキャスト
https://omny.fm/shows/cozy-up/playlists/doctor

『モーニングライフアップ 
� 今日の早起きドクター』放送中!

月曜から金曜 
あさ6時15分頃から

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます。

医師国保に加入しましょう！

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

○新たに東京都医師会に入会した方
○現在区市町村国保の保険証をお持ちの方
○退職等により共済・組合健保等の資格を喪失した方は、
ぜひご家族や常勤の従業員の方と一緒に加入してください。

～医師国保は都医会員の相互扶助を行う国民健康保険です～

鎌田康太郎北多摩医師会

　「第三者返答（第三者話法）」という言葉をご存知だろうか？ 

相手が外国人なら同行の日本人や通訳さん、障碍者であれば付

き添いの家族などの仲介者とだけ話してしまうことで、無意識

のうちにやってしまいがちだ。本来であれ

ば、話しをすべき本人と向き合い、目を見

て会話すべきであるが、本人を横目で見て、

仲介者と話す結果となり、大変失礼なこと

になる。外来など診察の場面でも、患者本

人の理解が不充分と思えると、間違えなく

患者に伝えて欲しい為に、つい家族などの

同伴者に向かって説明してしまうことがあ

る。これでは患者自身は大変傷つくし、信

頼関係も希薄なものになってしまい、さら

に患者のその瞬間の表情や態度、反応をも

見落とすことになる。筆者はこの言葉を

知ってから、話す相手を取り違えることが

無い様、注意を払っている。「第三者返答」

は「障害者差別解消法」という法律にも謳っ

てあり、差別解消の基本姿勢である。

　PC画面ばかり見ない様にするなど、

ちょっとした注意や配慮をすることで、気持ちよく診療を行な

いたいと思っている。

� （北多摩医師会報 2023年4月 第611号より抜粋）

第三者返答

青� 練馬区医師会事務局  中村瑠璃子
� 美ら海水族館にて撮影
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Immunity debt（免疫負債）

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　「子どもの『免疫負債』波紋 感染症、適切な年齢でかか
らず コロナ対策の産物」。これは筆者が取材を受けた時
の産経新聞（2021年12月30日掲載）の記事のタイトルで
ある。同年の夏には子どもたちの間でRSが大流行し、フ
ランスの研究者が使った「Immunity debt」という言葉が登
場した。この記事で筆者は「コロナ禍における厳密な感
染対策はさまざまなウイルスを遠ざける一方、子どもた
ちが本来の年齢に免疫を獲得できない状況をもたらし
た」と指摘。コロナの流行抑制で衛生対策の緩みも生じ
る中、「免疫の貯金が十分でない子どもたちの間で、想定
外の感染症が広がりかねない状況が生まれている」とコメ
ントした。
　本年5月以降、新型コロナの5類への移行に伴いさまざ
まな感染症が流行している。日本では、免疫負債の期間
が海外に比べ長く免疫の貯金が十分でない年齢層が広い
ため、当面この状態が続くと考えられる。新型コロナも
オミクロン株になってからの1年間に、10歳未満の子ど
もが約40名亡くなっている。新型コロナワクチンは重症
化を防ぎ、命を守るためのワクチンであることを今一度
認識したい。そして、基本的な感染対策を徹底すること
が肝要と考える。手洗い・手指消毒、三密を避け通風換気、
人混みではマスクを着用、体調不良時にはマスクと休養
が大事である。
　感染症はイエスかノーの世界ではない。身体に入り込
む病原体の量を少しでも減らし、重症化を防ぎつつ免疫
の貯金を蓄えていくことが大切であることを今更ながら
に理解したのである。今こそ子どもたちを守るための行
動を！ （文責：時田章史）

　
最
近
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が

変
っ
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
自
体
は
世
に
出

た
当
初
と
大
き
な
変
化
は
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
の
治
療
に

関
し
て
現
状
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
と
い

う
講
演
を
聞
い
た
。
現
在
外
来
で
使
え

る
治
療
薬
は
非
常
に
高
価
で
、
使
用
に

は
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
の
だ
が
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そ

の
講
演
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で
は
出
来
る
だ
け
感
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を
抑

え
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む
た
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に
も
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若
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問
わ
ず

積
極
的
に
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用
す
る
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の
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だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
医
療
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関
し
て
、
最
近
は
公
共
放
送
で
さ
え
ワ

ク
チ
ン
に
関
し
て
損
益
の
話
が
こ
と
さ

ら
取
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上
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ら
れ
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い
る
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治
療
薬
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関
し
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も
当
然
同
様
の
議
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然
る
べ
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だ
が
、
そ
の
よ
う
な
意
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に
し
た
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え
は
な
い
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昨
今
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巷
の

感
染
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を
見
る
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、
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な
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闇
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な
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用
は
医
療
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に
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な
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な
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影
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え
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え
る
。
こ
の

新
興
感
染
症
も
、
流
行
当
初
は
全
く
未

知
の
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イ
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に
よ
る
恐
怖
の
疫
病

だ
っ
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
敵

が
見
え
て
き
て
、
今
で
は
あ
る
程
度
対

策
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
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な
い
だ
ろ
う
か
。

　
団
塊
の
世
代
の
猛
烈
社
員
が
皆
後
期

高
齢
者
に
な
り
、
皆
保
険
制
度
の
健
全

な
継
続
に
つ
い
て
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

確
か
に
老
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
若
い

頃
の
よ
う
な
全
身
の
機
能
は
期
待
出
来

な
い
が
、
そ
れ
で
も
確
実
に
医
療
を
必

要
と
す
る
わ
け
で
も
な
い
と
思
う
。
健

康
に
老
い
る
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

　
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
時
代
、
対
策

型
が
ん
検
診
の
あ
り
方
で
も
気
に
な
っ

て
い
る
の
だ
が
、
効
果
的
な
治
療
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帰

結
し
な
い
検
査
に
費
用
対
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果
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め

な
い
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は
考
え
た
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と
も
な
か
っ

た
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、
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期
発
見
の
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難
な
ガ
ン
に
関

し
て
は
あ
る
程
度
受
け
入
れ
な
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と
、

と
い
う
考
え
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
港
区
に
は
よ
り
健
康
に
老
い
る
た
め

に
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？
︶
よ
り
健
全
な
人
生
が
送
れ
る

よ
う
に
「
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
︵
ヘ
ル

シ
ー
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︶」
が
、
医
師
会
と
行
政
と
の

二
人
三
脚
で
四
半
世
紀
を
超
え
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。こ
の
事
業
の
利
用
者
は
、

何
ら
か
の
健
康
に
関
す
る
問
題
を
抱
え

て
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
皆
イ
キ
イ
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よ
り
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す
る
。
こ
う
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っ
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国
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な
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出
来
れ
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、
医
療
費
の
抑
制

は
困
難
で
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
。
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無 声 拝 聴 健やかに老いるとは

問
合
先
慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内　生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

第131回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

日時▶10月14日（土）15時～18時　　形式▶WEB講演
講演会▶『耳鼻咽喉科疾患の最近の話題』
モデレーター▶小澤宏之（慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科学 教授）
対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介
病院、東京都地区医師会に所属する医師
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC：0、38、39）
申込方法▶参加費無料・事前登録制（お申し込み多数の場合は先着順となります）。
詳細は慶應義塾大学医学部のWebサイト（https://www.med.keio.ac.jp/）
の『ニュース』にて後日お知らせします。
次回セミナー開催予定▶2024年2月10日（土）予定

問
合
先

第33回 日本産業衛生学会 全国協議会 参加登録デスク
株式会社JTBコミュニケーションデザイン 事業共創部 コンベンション第二事業局内
TEL：06-6120-1257　FAX：06-6120-1229
受付時間：平日 10時～17時（休：土・日・祝日）
E-mail：sanei-kyogikai2023-reg@jtbcom.co.jp

第33回 日本産業衛生学会全国協議会

日時▶10月27日（金）～29日（日）　
会場▶YCC県民文化ホール、山梨県立図書館
テーマ▶「多様化する社会と産業保健」
企画運営委員長▶小林正洋（山梨県医師会 理事）
開催形式▶現地開催およびオンデマンド配信
によるハイブリット開催
プログラム▶右記よりご確認ください　　
申込方法▶右記よりご登録ください
後期登録期間：8月26日（土）～
参加費▶学会員（8,000円）、非学会員（10,000円）、
学生・大学院生（7,000円）税込
支払方法▶クレジットカード決済のみ
（クレジットカードでの決済ができない方は参加登録デスクまでご連絡ください）。

プログラム▶

申込方法▶

［在宅医療］ 令和5年10月14日（土） 14時30分～16時40分
1.  学術講演：「ポストコロナ時代の在宅医療」
 講師：牛込台さこむら内科院長 迫村泰成 《日本医師会生涯教育制度 CC：80、在宅医療 1単位》
2. 保険診療の基本的事項について 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
3. 保険請求について　講師：医療法人社団清令会阿部医院 理事長 清水惠一郎
 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
［複合科］ 令和5年10月21日（土） 14時30分～16時40分
1.  学術講演：「フレイル・ロコモについて」
 講師：日本臨床整形外科学会副理事長╱奥村整形外科院長 奥村栄次郎
 《日本医師会生涯教育制度 CC：19、身体機能の低下 1単位》
2. 保険診療の基本的事項について 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
3. 保険請求について　講師：東京都医師会 医療保険委員会前委員長 子田純夫
 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
［眼科］ 令和5年10月28日（土） 14時30分～16時40分
1.  学術講演：「糖尿病網膜症の診断と治療の進歩」
 講師：白矢眼科副院長╱東京女子医科大学前教授 北野滋彦
 《日本医師会生涯教育制度 CC：36、視力障害・視野狭窄 1単位》
2. 保険診療の基本的事項について 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
3. 保険請求について　講師：烏山眼科医院 院長 福下公子
 《日本医師会生涯教育制度 CC：6、医療制度と法律 0.5単位》
■会　　場： 東京都医師会館（千代田区神田駿河台2-5）
■定　　員： 各回250名（先着順。定員になり次第締め切り）
■申　　込：  参加希望者は、令和5年10月6日（金）までに「研修申込システム」により

当日受講される方のご氏名で直接お申し込みください（非会員も申込可）。　
 https：//study.tokyo.med.or.jp/publish/Login
■参 加 費： 無料
■持 ち 物：  ・申込完了時に発行される「受講証」の2次元バーコードを表示できるスマートフォンやタブレット

等、または2次元バーコードを印刷した用紙をご持参ください。・10月28日に「日本眼科学会専
門医認定事業1単位」取得希望の方は、専門医カードをご持参ください。

■そ の 他：  ・各回とも日本医師会生涯教育制度の単位取得可能（来場参加者に限る。動画視聴の場合は取
得不可）。・10月28日は日本眼科学会専門医認定事業1単位が取得可能（来場参加者に限る。
動画視聴の場合は取得不可）。

■開催情報：  開催に関する情報を掲載しておりますので、定期的に以下のページをご確認ください。
  また、本講習会終了後、11月下旬ごろに東京都医師会ホームページ上に講演の

映像や資料データを掲載する予定です。閲覧の際のパスワードは「令和5年度 
医療保険講習会のお知らせ」（青色紙）をご確認ください。

 ※ 「お知らせ」は8月中旬に東京都国民健康保険団体連合会の決定通知書等に同封して都内医療
機関に発送しております。

 https：//www.tokyo.med.or.jp/29999

令和５年度 医療保険講習会
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成
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・
小
児

日本医師会生涯教育講座
日 時　令和5年10月19日（木）�午後２時〜５時

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
事前申込制とさせていただきます。

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】100名
【申込締切】令和5年10月18日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

め
ま
い
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し
く
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―
前
庭
性
片
頭
痛
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�
起
立
性
調
節
障
害
を
中
心
に

堤
　
　
剛 

先
生

成
人
・
小
児
に
共
通
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
め
ま
い
疾
患
に
、
前
庭
性
片
頭

痛
と
起
立
性
調
節
障
害
が
あ
る
。
従
来

片
頭
痛
と
め
ま
い
に
は
疫
学
的
に
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
片
頭
痛
が
原
因
の
め
ま
い
が
存

在
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
片
頭

痛
に
つ
い
て
は
そ
の
病
態
解
明
と
新
規

治
療
法
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
こ

れ
が
め
ま
い
に
有
効
か
は
ま
だ
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
起
立
性
調
節
障
害

は
小
児
期
か
ら
思
春
期
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
初
期
症

状
と
し
て
も
生
じ
、
現
在
で
は
そ
の
病

態
に
よ
り
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
対
応
に
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
る

留
意
点
が
あ
り
注
意
を
要
す
る
。
両
疾

患
を
中
心
に
、
最
近
注
目
さ
れ
る
め

ま
い
疾
患
を
概
説
す
る
。
情
報
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
。

小
児
の
め
ま
い
と

�

大
人
の
め
ま
い
小
川
恭
生 
先
生

小
児
の
め
ま
い
は
成
人
に
比
べ
症
例

数
が
少
な
く
、
め
ま
い
診
療
で
重
要
で

あ
る
問
診
、
検
査
で
十
分
な
協
力
を
得

ら
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。
小
児
め
ま
い

の
診
療
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
原
因
と

な
る
疾
患
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
中

枢
疾
患
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
を
念
頭
に

診
療
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

小
児
の
め
ま
い
で
は
良
性
発
作
性
め
ま

い
、
前
庭
性
片
頭
痛
が
多
く
、
こ
の
２

疾
患
で
約
40
％
弱
を
占
め
る
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。
本
講
演
で
は
「
良
性
発
作

性
め
ま
い
」
の
診
断
基
準
、
疾
患
の
特

徴
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

大
人
の
め
ま
い
に
つ
い
て
は
、
①
メ

ニ
エ
ー
ル
病
、
遅
発
性
内
リ
ン
パ
水
腫

に
対
す
る
「
中
耳
加
圧
治
療
」
の
治
療

効
果
と
問
題
点
に
つ
い
て
、
②
外
側
半

規
管
型
良
性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
の

病
態
、
患
側
の
決
定
、
浮
遊
耳
石
置

換
治
療
「Gufoni

法
」
に
つ
い
て
概
説

す
る
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位

カリキュラムコード　30、31

オンライン（Webex）のみで開催します
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練馬区医師会は今年で発足76年を迎えました。現在は会

員数603名（2022年12月現在）であり、都内地区医師会の

中でも大所帯となります。

練馬区は都西北部に位置し、人口74万人以上です。これほ

どの人口を抱えながら、練馬区内には３次救急の医療機関が

これまで存在していませんでしたが、大学および医師会や行政

の長年の努力もあって、2023年3月20日に順天堂大学医学

部附属練馬病院が東京都救命救急センター（3次救急）として

認可・発足となりました。都内では実に17年ぶりの新規機関

となります。

医師会といえば、何となく開業医の集まりというイメージが

あり、会員の多くも個人開業医ですが、練馬区医師会におい

ては、特定健診やがん検診、ワクチン接種や乳幼児健診など、

医師会が窓口となって開業医と練馬区が契約を結び、さらに

は医師会健診センターもその一助を担っています。また、災害

医療対策では医師会と順天堂練馬病院および練馬光が丘病院

が協力をし、練馬区行政との災害医療連携を構築しており、災

害時には10カ所の医療救護所に医師会所属の医師が派遣さ

れることになっています。備える一方で、日常的にいわゆる病

診連携を積極的に行い、地域住民にとって利便性と質の高い

地域医療を構築維持することが地区医師会の大きな役目と考

えており、練馬区医師会は、こうしたことを確実に実践してき

た結果が現在の姿であり、今後も良質な地域医療に貢献する

ためのさまざまな施策を行っていきます。

さて、練馬区医師会は、城北ブロック医師会としても近隣

医師会（北区・豊島区・板橋区）とはさまざまな連携を行ってい

ますが、同時に隣接する埼玉県の医師会（特に朝霞地区医師

会）との連携も今後進めていく予定です。日常的な情報交換も

含めて、特に冒頭で述べた「災害医療」に関しては、それぞれ

の医師会が行政と連携しつつも、都県境を越えての連携には

困難な部分が多いのが現実ですが、地区医師会の自由度を活

かして今後進めていければと考えています。

2019年からのコロナ禍による医療界の混乱は非常に大きい

ものでしたし、新型コロナウイルス感染症によって大切な仲間

を少なからず失って医師会もダメージを受けました。この時の

経験からも見えてくるのは、地区医師会は、我々医療者のさま

ざまな意見ばかりでなく、診療を通して患者の置かれている状

況や要望といった、まさに現実的な側面を把握している組織で

あるということです。そうした「声そのもの」を、これからも世

の中に発信していきたいと思います。それが、地区医師会会員

のサポートにもつながり、良質な地域医療に反映していくもの

と考えています。

地区医師会長からの一言
地区医師会の役割は？
練馬区医師会長　内田 寛

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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